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2000 年 12 月）
『三島由紀夫研究』（延辺大学出版社、2001 年 6 月）
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もありました。 を中心に、 その外にあるのが「郊」と「野」で、さらに遠いところにある が「鄙」つまり「鄕村」のコミュニティーでした。城壁を さんで尊卑が分かれ 城門一つで貴賎が判然としたというのが伝統的な意味における「城」であったわけ す。　
ところで、 「諸侯」 「封地」 「大夫」 「采邑」という言葉は、 「封











































えられました。上古時代の中国の婚姻制度は、一夫一妻多妾制で、基本的には正妻の長男が天子になる場合が多かった です。しかし、天下の管理を一人で行うわけにはいかず、叔父や弟に分割して統治させました。その単位が「国」と呼ばれ、それぞれの国の管理を任された元首が、すなわち「国君」ま は「諸侯」でした。そして「諸侯」も、天子から分け与えられた「国」に国境を画定して「封建」するの すが、 「諸侯」も、この国を独占するわけにはいかないので、さらに分割 てその叔父や弟に「国」の一部を分け与えました。彼らは「大夫」と呼ばれ、 「大夫」に分け与えられた土地がすなわち「家」 す。天子、諸侯、大夫はいずれも世襲制 ので、彼らの地位 継承されますが、嫡子ではない庶子
（妾腹の子）
が父親の地位を引き継ぐのは難しく、天子の庶子は諸侯に、諸侯の庶子
は大夫に、大夫の庶子 士」となりま 。 士」は、他の貴族
（天子、諸侯、大夫）
と異







が治める「国」と大夫が治める「家」は、それぞれ郡と県と呼ばれるようになり、郡県制が成立しました。政治機構は、中央政府・郡・県からな 帝 制となり、一つの天下に一つの国家しかなく、中央集権で段階的に管理を行う点に特徴があります。この制度は、皇帝を唯一の国家元首とする帝国制 、中国の歴史において、秦以降、原則として一つの国家しか存在を認められなかったのです。　
次に政治形態の面から見ると、邦国制は貴族政治で、帝国制は官僚政治と見なすことが

































































































































































































































































































































































































































られます。通常、 中国では、 料理は台所で作り終えてからテーブルに運ばれますが 「火鍋」の場合には、調理と飲食が同時になされます。した って昔ながら 親しみやすいムードをつくり出すのに、 「火鍋」は最適の料理といえましょう。「火鍋」が中国人に好まれるのは、 「みんなで同じ火を囲んで食べていた」 時代へ 憧 からでもありましょう。実際 「火鍋」を囲んで食事をするのは、家族や兄弟あるいは友達や
























































































































































再び穴を埋め地面を平らに整え という造 方をしており、土を盛り上げて土の山 造るといったやり方はしませんでした。これがつま 「墳墓」の「墓」であ 、 『礼記 ・ 檀弓』にある「墓而不墳」
（墓して墳せず）
というのは、このような造り方のことを指しているわ








































































2）　「邦国」の「邦」は国を意味し、 「都」は都市、 「鄕」は村落、 そして「郊」は郊外の意味を持つ。
「鄙」は「辺鄙」の「鄙」なので「城市」から遠く離れたコミュニティーを表す。コミュニティーとコミュニティーの間を 鄰 と呼び、これも部首はおおざとである（日本語の「隣」はこざと偏になっている） 。また「村落」の「村」の異字体は「邨」で、やはり部首はおおざとである。
（
3）　
アモイ大学の易中天氏は、 『史記 ・ 五帝本紀』にある「一年而所居成聚、二年成邑、三年成都」

















































今でも巷では多くの地方で、 乳房のことを「媽媽」 （母）と呼び、 「乳を飲む」ことを「吃媽媽」
（母を食べる）という。飲む立場からすれば、母イコール乳汁、つまり乳腺から分泌される乳白色の液体そのものなの 、とにかく乳を飲ませてくれるも 、養い育ててくれるものは、血縁なくても母といえるわけである。たとえば 「乳
めのと
母」 、 「養母」 （義理の母）はまったく血の繋がり




























































































ことであろう。上古は縄を結んでその結び目の大小を物事の大小の目じるしに だけで無事に治まった。 そのかわ に書
しょけい
契（文字や割り符）を用い、これによって役人たちは事





は決断の意、 また一陰が五陽の上に在るのは割り符の象）から思いついたことであろう（ 『易経』下、高田真治・後藤基巳訳、岩波書店、一九九六年一〇月四日、第三八刷発行、二五五～二六〇頁） 。
発表を終えて
　憧れと期待とわずかの不安に胸をときめかしながら日文研に来たの
は半年前のことになる。山の中のこぢんまりとした建物、緑豊かな静
かな環境ときれいな空気、そしてマイペースでゆとりをもってオリジ
ナルな研究を続ける博学多識の学者陣。毎日ゲストハウスと研究棟を
行き来しながら、素晴らしい研究環境に恵まれた幸せを噛みしめた 6
カ月であった。爛漫と咲き乱れる久留米ツツジと、五月ツツジの凛と
した微笑み、そしてエンジュの花のほのかな香りは日文研の原風景と
していつまでも記憶に刻まれるだろう。特に忘れられないのは大阪に
飲みに出かけた晩のことである。「栄華亭」という小さな炭火焼きの店
の名に、ふと摂関政治の全盛期に栄華を極めた藤原道長の、「この世を
ば　わが世とぞ思ふ望
もちづき
月の　かけたることも　なしと思へば」という
歌を思い出し、ゆえしれぬ感慨にひたりながら、深夜日文研ハウスの
門前にたどり着いた瞬間、キューンと叫んで目の前を駆け抜けていく
日本鹿の群れに出くわし、度肝を抜かれた。さらに、もう一つの驚きは、
本発表を終えた後、当日の参加者によるアンケート集計で、発表者に
ついての質問に、「とてもよかった」「よかった」の答えが 91％（最高
95％）を超えていたこと。これは当然ながら、深夜に突然鹿に出くわ
した驚きとは性質を異にするものであり、ほっと胸をなでおろすこと
ができた。
　最後になったが、発表に際し荒木浩先生には何度も貴重なご指導を
賜り、また佐野真由子女史や研究協力課の方々にも本当にお世話になっ
た。心から謝意を表したい。そして京都市民の皆さん、幸せなひとと
きの共感と感動をありがとう！
